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研究成果の概要（和文）： 本研究では,日本語教育における実践研究の問題を,文献調査と日本語教師および学習者へ
のインタビューの分析を通して考察した。文献調査においては，1968年から2010年までの42年間に学会誌『日本語教育
』に掲載された「実践研究」論文を調査し，各々の実践の中で，教育観，言語能力観いかに意味付けられてきたのかの
内容分析を行った。また，日本語教師にインタビューを行うことによって，日本語教師の実践研究観を明らかにした。
本研究により，日本語教育において，言語能力観や教育観が生成され，変容してきた背景と経緯はいかなるものか，そ
こにはどんな問題があるのかを考察した。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the issues on practical studies at Japanese language 
education through literature review and analysing interviews of Japanese language teachers as well as 
learners.
The applicant examined research papers about practical studies published in Journal of Japanese Language 
Teaching in 42 years from 1968 to 2010 as literature review, and conducted contents analysis how each 
practice implicated philosophies of education and linguistic skill. In addition, this study reveals the 
philosophy of Japanese language teachers on practical studies through interviews to them. Overall, this 
study explained the background and the process of how philosophies of education and linguistic skill have 
been developed and transformed, and identified what kind of problems have arisen there.

研究分野：日本語教育学
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１．研究開始当初の背景 
日本語教育においては､1990 年以降､実践

研究の重要性が指摘されるようになってき

た。実践研究は､1990 年代後半から､教師の

成長､内省をうながすものとして意義付けら

れ､2000 年以降､実践研究の記述方法と評価

はどうあるべきかが議論されるようになっ

ていった。2004年には､教師が自身の実践を

公開する「発表者主体の参加型討論の場」と

して「実践研究フォーラム」が開始された。

また､日本語教育学会発行の学会誌『日本語

教育』は､2005年の 126号で「特集「日本語

教育の実践報告－現場の知見を共有する

－」」という特集を組み､実践研究の問題を取

り上げている。 

この流れに伴って､各地で様々な実践報告

会が活発に行われるようになっていった。一

方､このような実践報告会においては､教育

技術ばかりが注目される傾向にあることが

問題視されてきた。また､日本語教育におい

ては､実践研究とは何かという議論は､必ず

しも十分になされておらず､研究領域として

の位置づけが明確にされてこなかった。さら

に､日本語教育における実践研究について論

じた先行研究の多くは、理念的、理論的な観

点で主張されたものが多く、実践研究を行う

主体としての日本語教師の認識そのものは、

全く扱われてこなかった。さらに、実践研究

の問題を､教育制度や教室の外の社会との関

係にまで踏み込んで考察したものは少ない。 

 
２．研究の目的 
本研究では、実践研究の問題を、社会的な

文脈や制度と関連付けて考察し､そこにどの

ような構造が隠されているのかを明らかに

し､新たな実践研究の理論的枠組みを構築す

ることを目的とした。 

日本語教師へのインタビューからは、彼

女ら、彼らが実践と制度との関係をどのよう

に受け止めているのか、教室内外のどのよう

な経験によってその考えは形成され、また変

容しているのかということを明らかにした。

また､授業観察から､彼女ら、彼らの実践内容

や教育観が組織や制度､地域社会､学習者の

学びとどのような関係を持っているのかを

考察した。また、文献調査により、日本語教

育において、実践研究がどのように位置付け

られてきたのかを明らかにした。その上で､

新たな実践研究理論の構築を目指した。 

 
 
３．研究の方法 
 本調査研究は、先行研究を踏まえながら、

以下の三つの研究方法を用いて国内外の大

学で行われている実践および実践研究の実

態を調査し、日本語教育における実践研究の

理論的精緻化を目指した。 

(1)文献調査では、各大学の紀要および､日本

語教育学会､国際交流基金､国立国語研究所

発行の論文集に掲載されている全実践研究

論文の内容分析をし､日本語教育における実

践研究の歴史的変遷､問題点を明らかにした。

(2)インタビュー調査では、日本語教師と学習

者にインタビューを実施し､教室内外での教

育､学習環境や､教育観、学習観､言語観、言

語能力観を詳細に問うた。  

(3)日本語教師の担当授業を参与観察し、実践

の実態を把握し､（1）（2）と関連付け､考察

した。 
 
４．研究成果 

本研究では,日本語教育における実践研究

の問題を,文献調査と日本語教師および学習

者へのインタビューの分析を通して考察し

た。文献調査においては，主に 1968 年から

2010年までの 42年間に学会誌『日本語教育』

に掲載された「実践研究」論文を調査し，各々

の実践の中で，教育観，言語能力観いかに意

味付けられてきたのかの内容分析を行った。

また，日本語教師にインタビューを行うこと

によって，日本語教師の実践研究観を明らか

にした。本研究により，日本語教育において，



言語能力観や教育観が生成され，変容してき

た背景と経緯はいかなるものか，そこにはど

んな問題があるのかを考察した。 

具体的には､実践研究に携わる教師に対す

るインタビュー、授業観察を行い､①どのよ

うな教育環境のもとに実践をデザインし､②

制度や社会状況と自身の実践との関係をど

のように意味づけ、何を契機にそのような意

識を持つに至り、③現在､いかなる教育観の

中でそれを維持しているのか分析した。また､

日本語教師へのインタビューのみならず､実

践に参加する学習者へのインタビューも試

みた。本調査を通して､教師や学習者は､社会

や制度の縮図ともいえる教室において､いか

なるディレンマの解決と調整を通して､どの

ような実践活動を形成しているのか､そして､

様々な制約は､教師の実践､思考､意識にどう

影響を及ぼし､学習者の学習､思考､意識にい

かに反映されているのか､これらの関係を読

み解き､再構築を目指す実践研究はどのよう

な条件において可能なのかを考察した。 
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